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徳
　
田
　
和
　
夫

承
前タ

イ
ト
ル
の
「
人ひ
と
く
さ臭
い
」
と
は
、
内
外
の
民
間
説
話
・
古
典
物
語
に
お
い
て
、

主
人
公
（
＝
人
間
）
が
特
殊
な
エ
リ
ア
す
な
わ
ち
異
界
（
異
世
界
、
別
世
界
）
に
立

ち
入
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
諫い
さ

め
る
鬼
神
の
決
り
文
句
で
あ
る
。
世
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド

界
大
の
伝
承

で
あ
り
、
こ
の
場
面
を
も
つ
物
語
を
「
人
臭
い
」
話ば
な
しと

名
づ
け
た
。
な
お
、
似
た

表
現
に
「
人
間
臭
い
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
人
が
誰
で
も
持
つ
よ
う
な
感
情
や

欲
望
が
感
じ
ら
れ
る
」（『
広
辞
苑
』）
さ
ま
を
言
い
、
論
題
の
「
人
臭
い
」
と
は
異

な
る
。

こ
の
話
群
は
祖お

や先
の
自
然
認
識
を
映う
つ

し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ

私
た
ち
の
異
界
観
を
う
か
が
う
に
足
る
。
さ
ら
に
、
現
代
の
ア
ニ
メ
映
像
な
ど
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
造
形
は
、
意
図
的
あ
る
い
は
知
ら
ず
と
、
こ
う
し
た
古
く
の
伝
承

に
立
っ
て
功
を
奏
し
て
い
る
。

二
○
二
○
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
さ
な
か
、
ア
ニ
メ
映
画
『
鬼
滅
の

刃
』
無
限
列
車
編
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
そ
れ
は
物ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー

語
学
や
民
俗
学
か
ら
、
正
体
の

見
え
な
い
疫
病
の
鬼モ
ノ

や
虫
を
祓
う
、
厄
除
け
の
民
俗
儀
礼
の
実
修
の
歴
史
（
記
憶
）

と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
と
評
し
得
る
。
何
よ
り
も
伝
承
物
語
の
昔
話
「
妹

は
鬼
（
姉
は
鬼
）」
に
取
材
し
た
と
判
じ
ら
れ
、
不
思
議
の
物
語
が
生
き
続
け
て
現

代
に
顕
在
化
し
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

お
伽
草
子
（
室
町
物
語
）
の
一
編
『
天あ
め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
草そ
う
し子

』（
大
蛇
婚
姻
系
）
は
、
天
の

川
と
牽
牛
星
・
織
女
星
の
由
来
を
説
い
た
物
語
で
あ
る
。「
七
夕
の
本ほ
ん
じ地

（
七
夕

の
草
子
）」
と
も
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
十
五
世
紀
中
頃
の
絵
巻
が
あ
る
（
ベ
ル
リ

ン
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
。
残
、
下
巻
、〈
図
①
〉）。
物
語
は
伝
承
性
に
富
み
、
テ
ー

マ
、
モ
テ
ィ
ー
フ
は
国
際
的
で
あ
り
、
十
七
世
紀
前
期
（
江
戸
時
代
初
期
）
以
降
、

こ
れ
を
享
け
た
絵
巻
や
奈
良
絵
本
が
多
く
、な
か
で
も
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本（
上

下
二
巻
、〈
図
④
〉）
は
知
ら
れ
て
い
る
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
御
伽
草
子
集
』）。

主
人
公
は
長
者
の
三
人
娘
の
三
女
（
三
の
君
、
乙お

と
ひ
め姫

）
で
あ
る
。
夫
の
天あ
め
わ
か稚

御み

こ子
（
天あ
め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
）
が
故
郷
の
天
上
界
に
帰
っ
た
ま
ま
戻
っ
て
来
な
い
の
で
、
は
る

ば
る
尋
ね
て
行
き
、
よ
う
や
く
再
会
し
た
。
そ
こ
に
、
夫
の
親
の
鬼
が
顕
れ
て

「
娑し
や
ば婆

の
人
の
香か

こ
そ
す
れ
。
し
は
ら
臭く
さ

や
」（
＝
人
間
界
の
者
の
匂
い
が
す
る
。
鼻

に
つ
く
）
と
い
っ
た
。
三
女
は
自
分
が
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
と
知
っ
て
、
不
安
に

か
ら
れ
た
。
案
の
定
、
鬼
は
御
子
の
留
守
を
見
計
ら
っ
て
、
過
酷
な
難
題
を
課
す

の
で
あ
っ
た
、
…
。

『
天あ
め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
草そ
う
し子
』
の
伝
本
は
大
き
く
三
系
統
に
分
か
れ
る
。

A�　

短
文
の
A
系
統
絵
巻
・
絵
本
（
前
出
）。
な
お
、
江
戸
初
期
ご
ろ
の
六
曲
一

双
の
屏
風
絵
「
天
稚
彦
図
屏
風
」（
残
、
上
一
隻
）、
江
戸
中
期
ご
ろ
制
作
の
専

修
大
学
図
書
館
蔵
絵
巻
（
一
軸
）
も
あ
る
。
右
ベ
ル
リ
ン
本
は
現
存
の
下
巻
に

奥
書
を
有
し
、「
当
（
と
う
こ
ん
し
ん
ぴ
つ
）

今
宸
筆
／
絵
土
（
と
さ
の
だ
ん
じ
ょ
う
ふ
じ
わ
ら
の
ひ
ろ
か
ね
）

佐
弾
正
藤
原
広
周
筆
」（
二
行
書
）
と
記
す
。

詞
書
は
雄
渾
な
筆
遣
い
で
、
後ご

花は
な
ぞ
の園
天
皇
（
応
永
二
六
年
〈1419

〉
―
文
明
二
年

〈1470

〉）
の
筆
、
絵
は
構
図
や
人
物
表
情
が
秀
逸
で
土
佐
広ひ
ろ
か
ね周
の
画
と
判
じ
ら

れ
て
い
る
。
広
周
は
、
お
伽
草
子
の
傑
作
『
十
二
類
絵
巻
』
の
絵
を
描
い
た
土

佐
行ゆ
き

広ひ
ろ

の
次
男
で
、
将
軍
家
御
用
絵
師
と
し
て
活
躍
し
、
お
伽
草
子
の
初
期
作
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品
を
代
表
す
る
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
松ま
つ
だ
い
ら
さ
だ
の
ぶ

平
定
信
編
『
古
画
類
聚
』
が

上
巻
に
描
か
れ
た
器
財
、
邸
宅
の
一
部
を
引
き
写
し
て
載
せ
、
書
名
を
「
七
夕

草
紙
絵
」（
目
録
名
「
天
若
彦
草
紙
絵
」）
と
記
し
て
い
る
。

B�　

長
文
の
B
系
統
絵
巻
・
絵
本
（
安
城
市
歴
史
博
物
館
蔵
絵
巻
〈
図
②
〉・
石
川
透

氏
蔵
絵
巻
〈
図
③
〉、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
絵
本
）。
こ
れ
は
十
五
世
紀
以
降
に
多
く

み
ら
れ
る
本ほ
ん
じ地

物
語
の
様
態
と
な
っ
て
い
る
。
分
量
は
A
系
統
の
優
に
三
倍
以

上
で
あ
る
。

C�　

十
五
世
紀
後
期
頃
の
古
今
集
注
に
記
載
さ
れ
た
「
乾け
ん

陸り
く

魏ぎ

長ち
よ
う
じ
や
た
ん

者
譚
」（
略
し

て
「
長
者
物
語
」）
で
あ
る
。
分
量
は
A
系
統
の
二
倍
ほ
ど
で
あ
る
。
内
容
・
文

体
か
ら
、
当
時
の
物
語
草
子
を
書
写
引
用
し
た
と
察
せ
ら
れ
、
お
伽
草
子
の
一

編
と
見
な
し
て
よ
い
。　

こ
の
三
系
統
は
当
然
、
大お
お
も
と本

は
ひ
と
つ
泉
に
湧
き
だ
し
た
物
語
で
あ
っ
て
、
成

書
・
流
布
の
過
程
で
三
系
に
分
派
し
て
、
と
り
ど
り
に
物
語
草
子
化
を
歩
ん
で
き

た
。
そ
の
間
に
交
渉
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
三
者
の
本
文
異
同
は

極
め
て
多
く
、
か
つ
複
合
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
分
量
の
少
な
い
A
系
統
が
先
行

す
る
と
し
て
お
く
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
措お

い
て
、
右
の
「
人
臭
い
」
話ば
な
しの

場
面
は
A
、
B
の
両
系
に
あ
る
。
た
だ

し
、
鬼
神
が
そ
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
A
系
は
人
間
の
異
界
へ
の
立
ち
入
り
を
侵

犯
だ
と
非
難
し
て
い
る
が
、
B
系
は
そ
れ
を
仏
教
の
不
浄
観
を
も
っ
て
許
さ
れ
ぬ

こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
図
版
①
～
④
は
、
各
絵
巻
の
そ
の
場
面
に
対
応

し
て
い
る
。

A
系
統
の
物
語

あ
ら
た
め
て
、サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
絵
巻
に
よ
っ
て
梗
概
を
記
し
て
お
こ
う
。　

む
か
し
、
長
者
の
家
に
仕
え
る
女
が
川
で
洗
濯
を
し
て
い
る
と
、
蛇
が
現
れ
、

口
か
ら
手
紙
を
吐
き
出
し
て
、
長
者
に
届
け
よ
と
命
じ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
長
者

図①　ベルリン国立アジア美術館蔵『天稚彦草紙絵巻』（部分）
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図②　安城市歴史博物館蔵『七夕之本地絵巻』（部分）

図③　石川透氏蔵『七夕（題簽）絵巻』（部分）
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が
そ
の
手
紙
を
見
る
と
、
娘
三
人
の
中
か
ら
一
人
を
結
婚
相
手
に
差
し
出
せ
と
書

い
て
あ
っ
た
。
長
者
は
三
人
の
娘
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
上
の
二
人
は
拒
絶
す

る
。
し
か
し
、
親
思
い
の
末
娘
は
承
諾
し
た
。　

長
者
は
、
蛇
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
大
き
な
古
池
の
前
に
家
を
造
っ
た
。
一

族
、
家
来
は
姫
を
そ
こ
に
置
い
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

亥い

の
刻
（
午
後
十
時
頃
）、
激
し
い
風
雨
雷
電
の
も
と
、
大
蛇
が
出
現
す
る
。
姫

は
お
の
の
く
が
、
大
蛇
に
言
わ
れ
る
ま
ま
、
爪つ
め

切
り
刀
で
そ
の
頭
を
切
る
。
す
る

と
中
か
ら
直の
う
し衣
姿
の
美
し
い
貴
公
子
が
現
れ
た
。
後
に
、
名
前
を
海か
い
り
ゆ
う
お
う

龍
王
と
明
か

す
（「
天あ
め
わ
か稚
御み

こ子
」
と
も
）。
二
人
は
小こ
か
ら唐
櫃び
つ

の
中
に
籠
り
、
立
派
な
家
に
住
ん
で
何

不
自
由
な
く
豊
か
に
暮
ら
し
た
。

あ
る
時
、
夫
は
天
稚
御
子
（
天
稚
彦
と
も
。
以
下
、
御
子
）
と
名
の
っ
て
、
天
界

に
お
も
む
く
こ
と
に
な
っ
た
。「
七
日
経
っ
た
ら
戻
っ
て
く
る
。
戻
ら
な
い
時
に

は
西
の
京
の
女
か
ら
一ひ
と
よ
ひ
さ
ご

夜
瓢
（
一
晩
で
実
る
瓢
箪
）
種
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
蒔
き
、

蔓
を
伝
っ
て
天
上
へ
来
る
よ
う
に
」
と
告
げ
、
唐か
ら
び
つ櫃
を
開
け
る
こ
と
を
禁
じ
て
、

出
か
け
た
。
そ
の
留
守
中
、
姉
二
人
が
尋
ね
て
き
て
、
妹
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
嫉
妬

し
て
、
唐
櫃
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。
御
子
は
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
姫
は
一

夜
瓢
を
手
に
入
れ
、蔓
に
乗
っ
て
（
引
き
上
げ
ら
れ
）
天
界
へ
と
向
か
っ
た
。（
上
巻
）

姫
は
天
界
で
宵
の
明
み
ょ
う
じ
ょ
う

星
・
箒ほ
う
き
ぼ
し星・

昴す
ば
る・

明
け
の
明
星
に
、
御
子
の
所
在
を
尋
ね

て
廻
り
、よ
う
や
く
再
会
を
果
た
し
た
。し
か
し
、御
子
の
父
は
鬼
の
姿
で
現
れ
た
。

御
子
は
姫
を
隠
す
が
、
そ
れ
を
鬼
は
見
つ
け
て
、「
人
臭
い
」
と
な
じ
る
。
鬼
は

二
人
の
仲
を
認
め
ず
、
様
ざ
ま
な
難
題
を
課
し
た
。

そ
こ
で
御
子
は
、
姫
に
自
分
の
着
物
の
袖
を
切
り
取
っ
て
与
え
、「
天
稚
御
子

の
袖
、
天
稚
御
子
の
袖
」
と
唱
え
て
振
れ
と
教
え
る
。
こ
の
呪
文
に
よ
っ
て
姫
は

「
千
頭
の
牛
を
飼
え
」「
千
穀
の
米
を
一
粒
違
わ
ず
運
べ
」
と
い
う
難
題
も
解
決
し
、

大お
お
む
か
で

百
足
の
小
屋
や
蛇
の
城
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
も
逃
れ
た
。

つ
い
に
、
鬼
は
二
人
の
仲
を
許
し
、
月
に
一
度
の
逢お
う
せ瀬
を
認
め
る
。
し
か
し
、

図④　サントリー美術館蔵『天稚彦物語絵巻』（部分）
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そ
の
言
葉
を
聞
き
違
え
た
姫
が
「
年
に
一
度
で
す
か
」
と
問
い
返
す
と
、
鬼
は
そ

の
通
り
だ
と
言
っ
て
、
瓜
を
投
げ
つ
け
る
。
瓜
か
ら
は
水
が
あ
ふ
れ
出
て
、
つ
い

に
天
の
川
と
な
り
、
二
人
は
隔
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
彦
星
、
織
女
と
な
っ
て
、

年
に
一
度
、
七
月
七
日
に
だ
け
逢
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

エ
ロ
ス
と
プ
シ
ュ
ケ
、
美
女
と
野
獣

こ
の
『
天
稚
彦
草
子
』
は
早
く
に
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
「
エ
ロ
ー
ス
と
プ
シ
ュ

ケ
」
に
極
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
た
（
1
）。

ア
メ
リ
カ
の
神
話
学
者
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル Joseph Cam

pbell 

『
千

の
顔
を
も
つ
英
雄
（
2
）』 T

he H
ero W

ith a T
housand Faces 

は
、
世
界
の

神
話
や
民
話
に
お
け
る
英
雄
物
語
の
基
本
的
な
構
成
と
そ
の
生
成
を
論
じ
、
そ
の

第
二
章
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン 

1
「
試
練
の
道
」
に
て
、「「
困
難
な
仕
事
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
最
も
有
名
で
魅
力
的
な
話
は
、
プ
シ
ュ
ケ
が
行
方
不
明
の
恋
人
エ
ロ
ー

イ
を
探
す
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
な
登
場
人
物
の
役
割
が
普
通
と
は
逆
に

な
っ
て
い
る
。
花
嫁
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
恋
人
で
は
な
く
て
、
恋
人
を
手
に

入
れ
よ
う
と
す
る
花
嫁
で
あ
り
、
娘
に
恋
人
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る
非
情
な

父
親
で
は
な
く
、
息
子
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
花
嫁
か
ら
隠
そ
う
と
す
る
嫉
妬
に
燃

え
た
母
親
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
な
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
徳
田
補
記
。
第
十
一
章
「
エ
ロ

ス
（
ク
ピ
ド
）
と
プ
シ
ュ
ケ
」『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
（
3
）』、「
試
練
と
苦
し
み
に
耐

え
幸
福
を
得
る
魂
」『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
話
―
人
間
に
似
た
神
様
た
ち
―
』）（

4
）。

こ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
生
成
し
た
の
が
、い
わ
ゆ
る
「
美
女
と
野
獣
」
の
〈
消

え
た
夫
の
捜
索
型
〉
で
あ
り
、
日
本
中
世
の
絵
巻
は
そ
の
古
文
献
と
な
る
。

「
美
女
と
野
獣
」
は
、
民
間
説
話
の
テ
ー
マ
分
類
か
ら
す
る
と
異
類
婚
姻
譚
の

一
種
で
あ
り
、「
魔
法
（
＝
魔
術
）
に
よ
り
、
動
物
あ
る
い
は
怪
物
に
変
え
ら
れ
た

男
性
あ
る
い
は
半
人
半
神
が
、
人
間
の
娘
と
結
婚
し
、
そ
の
娘
の
愛
と
献
身
と
に

よ
っ
て
人
間
の
姿
に
戻
り
幸
福
に
暮
す
と
い
う
話
」
で
あ
る
（
荒
木
博
之
「
美
女
と

野
獣
」『
日
本
昔
話
事
典
』）。
話
型
名
の
と
お
り
、
主
人
公
は
美
し
い
女
性
で
、
そ

の
苦
難
を
経
た
幸
福
の
獲
得
を
も
の
が
た
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
話
型
が
知
ら
れ
て

お
り
（
5
）、
三
人
姉
妹
の
末
娘
の
物
語
と
な
っ
て
お
り
、
鏡
が
「
生
命
の
指
標
モ

テ
ィ
ー
フ
」
と
な
っ
て
い
る
（
指
輪
の
場
合
も
あ
る
）。
ま
た
、
変バ
ー
ジ
ョ
ン型

も
あ
る
。
同

構
造
の
物
語
は
世
界
に
点
在
し
、
ド
イ
ツ
「
蛙
の
王
子
」
は
よ
く
知
ら
れ
、
東
北

ア
ジ
ア
に
は
中
国
「
蛙
の
息
子
」、
韓
国
「
青
大
将
聟
」「
ひ
き
が
え
る
聟
」、
日

本
「
た
に
し
長
者
」（
た
に
し
息
子
）
が
伝
わ
る
。『
天
稚
彦
草
子
』
は
国
際
性
を

も
つ
物
語
で
は
あ
る
が
、「
エ
ロ
ー
イ
と
プ
シ
ュ
ケ
」
と
の
対
応
は
、
現
段
階
で

は
多
く
の
類
話
に
お
け
る
彼か
れ
こ
れ此

と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

前
稿
掲
載
「
人
臭
い
」
話

前
稿
（
6
）
に
て
取
り
上
げ
た
「
人
臭
い
」
話
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
日
本
の
古
典
物
語
・
演
劇
〉

お
伽
草
子
（
室
町
物
語
）『
花は
な

世よ

の
姫
』（
明
暦
ご
ろ
の
刊
本
）

狂
言
『
朝
比
奈
』（
十
六
世
紀
）

〈
日
本
の
昔
話
〉

＊ 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
英
訳
「
団
子
を
無
く
し
た
お
ば
あ
さ
ん
」

（
一
九
〇
二
年
刊
）

＊
同
「
化
け
蜘
蛛
」（
同
右
）

「
鬼
が
笑
う
」（
新
潟
県
南
蒲
原
郡
、
他
）

「
鬼
の
子
小
綱
」（
松
谷
み
よ
子
編
『
日
本
の
昔
ば
な
し
』
2
。
他
）

「
鬼
と
三
人
の
子
ど
も
」（
山
梨
県
西
八
代
郡
、
他
。「
天て

ん

道
さ
ん
金か

ね

の
鎖
」〈
大
分
県
、

熊
本
県
〉）

「
米
ぶ
き
粟
ぶ
き
」（
秋
田
県
鹿
角
郡
、
他
）

「
龍
宮
の
婿
と
り
」（
沖
縄
県
宮
古
郡
）

「
姉
の
は
か
ら
い
（
姉
弟
と
山
姥
）」（
岩
手
県
、
佐
々
木
喜
善
編
『
聴
耳
草
紙
』。
他
）
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「
鬼
の
豆
」（
同
右
）

〈
東
北
ア
ジ
ア
〉

中
国 

古
文
献
「
鬼
酒
鬼
肉
」（『
新
齊
諧
』）

中
国 

昔
話
「
マ
ト
モ
と
マ
ヤ
カ
シ
〈
聴
耳
で
過
福
を
分
け
た
義
兄
弟
〉」（
河
北
省
）

朝
鮮
半
島 

昔
話
「
地
下
国
大
賊
退
治
」

シ
ベ
リ
ア
・
ウ
デ
ヘ
族 
昔
話
「
カ
ン
ダ
爺
さ
ん
」

〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉

ド
イ
ツ 

昔
話
「
金
の
毛
が
三
ぼ
ん
は
え
て
る
鬼
」（
グ
リ
ム
童
話K

H
M

28
）

（
参
考
）
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国 

昔
話
「
悪
魔
の
三
本
の
毛
」

イ
タ
リ
ア 

昔
話
「
七
羽
の
鳩
」

フ
ラ
ン
ス 

昔
話
「
悪
魔
の
話
」

ス
ペ
イ
ン 

昔
話
「
ト
カ
ゲ
を
信
じ
た
花
嫁
」

同
「
世
界
の
三
つ
の
不
思
議
」

補
遺
三
点

類
例
は
、今
後
と
も
追
加
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
新
た
に
お
伽
草
子（
室

町
物
語
）
お
よ
び
朝
鮮
の
祭
文
か
ら
掲
げ
る
。（
あ
ら
す
じ
を
記
し
、
該
当
箇
所
の
釈

文
〈
濁
点
、
句
読
点
を
打
ち
、
漢
字
を
宛
て
た
場
合
、
初
出
の
そ
れ
に
元
の
仮
名
を
読
み

仮
名
と
し
て
残
し
た
〉
を
引
用
。）

＊
お
伽
草
子
『
貴き
ぶ
ね船

の
本ほ
ん
じ地

』

寛
平
法
皇
の
寵
臣
に
本
三
位
中
将
さ
だ
ひ
ら
が
い
た
。
宮
中
で
の
扇お
う
ぎ
く
ら比べ

の
お

り
に
、
絵
に
描
か
れ
た
美
女
を
み
て
、
恋
の
病
と
な
る
。
扇
の
持
ち
主
の
大
臣
殿

は
中
将
に
、
鞍
馬
山
の
奥
に
あ
る
鬼き

国こ
く

に
住
む
鬼
娘
の
宮
の
美
し
さ
を
語
っ
て
聞

か
せ
る
。
中
将
は
鞍
馬
寺
で
宮
と
出
会
い
、
二
人
は
惹
か
れ
合
っ
て
鬼
国
に
お
も

む
く
。
鬼き

王お
う

の
城
で
四
方
四
季
の
風
景
を
愛
で
て
い
る
と
、
巨
人
の
鬼
神
に
来
訪

が
察
知
さ
れ
、
大
王
に
伝
わ
っ
て
し
ま
う
。

宮
は
中
将
を
逃
が
し
て
、
み
ず
か
ら
大
王
の
餌
食
と
な
る
。
都
に
帰
っ
た
中
将

は
宮
の
死
を
知
り
、
供
養
し
た
。
そ
の
頃
、
中
将
の
父
方
の
叔
母
に
姫
君
が
誕
生

し
た
。
し
か
し
、
左
の
手
を
開
か
な
い
の
で
、
蓮
台
野
に
捨
て
ら
れ
る
。
そ
の
子

を
中
将
が
拾
っ
て
育
て
た
。
十
三
年
後
に
姫
君
が
手
を
開
く
と
、
か
つ
て
宮
と
別

れ
る
際
に
交
わ
し
た
形
見
の
品
を
握
っ
て
い
た
。

姫
君
の
転
生
を
知
っ
た
鬼
は
、
日
本
へ
来
襲
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
鞍
馬
寺

の
毘
沙
門
天
が
寺
の
別
当
に
伝
え
、
さ
ら
に
天
皇
に
奏
問
さ
れ
、
鬼
封
じ
の
た
め

に
、
節
分
や
五
節
供
行
事
な
ど
が
始
ま
っ
た
。

中
将
と
姫
君
は
夫
婦
と
な
り
、
百
二
十
年
を
生
き
、
姫
君
は
「
木（
マ
マ
）舟

の
大
明
神
」

（
本
地 

弁
財
天
）
に
、
中
将
は
「
ま
ら（
ろ
）う

ど
神
」（
毘
沙
門
天
）
と
顕
れ
た
。
恋
の
神

で
あ
る
。（
徳
田
編
『
お
伽
草
子
事
典
』）

折
ふ
し
に
、
宮
の
御
け
し
き
、
色
変
は
り
て
見
え
給
ふ
。
仰
せ
あ
り
け
る
は
、

「
妾わ
ら
は

が
住
み
か
へ
、
た
だ
い
ま
鬼
神
＊
来
た
り
候
ふ
ぞ
。
し
ば
ら
く
傍
へ
忍

び
御
覧
ぜ
よ
」
と
あ
り
し
か
ば
、
中
将
、
内う
ち

に
立
ち
忍
び
て
見
給
へ
ば
、
空そ
ら

よ
り
雷
い
か
づ
ちは

落
ち
て
、
大
地ぢ
し
ん震

し
て
、
お
び
た
だ
し
。
角か
ど

の
ほ
と
り
に
、
そ
の

長た
け

、
五
丈ぢ
や
うば
か
り
な
る
鬼
神
来
た
り
て
申
す
や
う
、「
大
王
よ
り
仰お
ほ

せ
な
り
。

姫
君
急
ぎ
御
出い

で
候
へ
と
の
、
御
使
ひ
に
て
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
、
宮
、

こ
の
由
聞
こ
し
召
さ
れ
て
、「
妾
は
こ
の
ほ
ど
、
鞍く
ら
ま馬

へ
参
り
て
、
下げ
か
う向

し

て
候
ふ
。
や
が
て
参
り
候
ふ
べ
き
」
と
申
さ
れ
け
る
。「
受
け
給
は
り
候
ふ
」

と
て
、
角か
ど

の
ほ
と
り
よ
り
、
立
ち
帰
り
て
申
し
け
る
は
、「
い
み
じ
く
も
宮

の
御
所
内う
ち

、
も
つ
て
の
他ほ
か

に
人
臭
く
候
ふ
。
日
本
の
凡ぼ
ん
ぶ夫
が
候
ふ
。
大
王
の

こ
の
ほ
ど
御
風か
ざ

気け

に
て
、
供く

ご御
を
御
参
り
候
は
ぬ
に
、
給
は
り
て
参
ら
せ
候

ふ
べ
し
。
こ
れ
は
人
の
た
め
に
て
候
は
ず
。
宮
の
御
孝
行
に
て
こ
そ
渡
ら
せ
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続
「
人
臭
い
」
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資
料
稿
―
異
界
は
厳
し
い
―

給
ふ
べ
き
」
と
申
し
け
れ
ば
、「
妾
が
住
み
か
に
い
か
な
る
凡
夫
の
候
ふ
べ

き
ぞ
や
。
み
ず
か
ら
こ
の
ほ
ど
精し
や
う
じ
ん進に
て
鞍
馬
へ
参
り
て
あ
り
し
か
ば
、
罪つ
み

浅あ
さ

き
凡
夫
の
踏
む
血
を
踏
み
た
れ
ば
、そ
れ
に
や
穢け
が

れ
つ
ら
ん
」。「
さ
て
は
、

人
ひ
と
り
も
な
し
。
急
ぎ
帰
る
べ
し
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、「
完く
わ
ん
ぜ
ん然、

人ひ
と

の
香か

し
し
も
の
を
」
と
て
呟つ
ぶ
やき

、
呟
き
御
前ま
へ

を
立
ち
た
り
。（
＊
別
本
「
倶

（
く
し
よ
う
じ
ん
）

生
神
」）。

（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
。
室
町
後
期
写
本
（
7
））

か
や
う
に
眺な
が

め
を
は
し
ま
し
て
御
覧ら
ん

ず
る
に
、
宮
は
、
御
気け
し
き色
に
は
か
に
悲

し
げ
に
を
は
し
け
る
。「
妾わ
ら
はが

住
み
か
へ
、
た
だ
い
ま
怖
ろ
し
き
も
の
来
た

り
候
ふ
。
か
た
は
ら
へ
忍
ば
せ
給
へ
」
と
仰お
ほ

せ
け
れ
ば
、
中
将
、
げ
に
も
と

思
ひ
て
、
障
子
の
内
へ
入
り
、
世
間
、
御
覧
ず
る
に
、
天
よ
り
雷
い
か
づ
ち鳴
り
起
こ

つ
て
、
大
地
震し
ん
ど
う動
し
て
、
揺
る
ぎ
渡は
た

り
て
、
草く
さ
き木
風か
ぜ
ふ吹
き
、
雨
降
り
、
御
門

ほ
と
り
よ
り
、
長た
け

な
ら
ば
五
丈ぢ
や
う
ば
か
り
な
る
鬼
神
揺ゆ

る
ぎ
出い

で
て
申
す
や

う
、「
宮
は
御
入
り
候
ふ
や
。
大
王
の
き
つ
と
入
ら
せ
給
へ
と
の
御
使
ひ
に
、

乙を
と
ま
る丸

が
参ま
い

り
て
候
ふ
」
と
て
、
御
前ま
へ

に
畏か
し
こま

る
。
宮
、
此こ
の

よ
し
聞
こ
し
召
し

て
、「
妾わ
ら
はは

鞍
馬
へ
参
り
て
候
い
つ
る
。
こ
の
ほ
ど
下げ
か
う向

し
て
候
ふ
と
申
せ
。

乙を
と
ま
る丸
よ
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
承
う
け
た
ま
はり
て
帰
り
け
る
が
、
角か
ど

の
ほ
と
り
よ
り
立た

ち

返か
へ

り
て
申
し
け
る
や
う
は
、「
い
み
じ
く
も
宮
の
内う
ち

け
し
か
ら
ず
。
人
臭く
さ

く

候
ふ
。
あ
は
れ
、
あ
は
れ
、
日
本
の
凡ぼ
ん
ぶ夫

が
あ
り
け
る
か
。
給た
ま
はり

て
、
大
王わ
う

に
参
ら
せ
て
、
生い
け
に
ゑ贄

に
参
ら
せ
候
は
ん
」
と
申
す
。
宮
、
こ
の
由よ
し

聞き

き
給
ひ

て
、「
妾
が
内う
ち

に
い
か
な
る
凡ぼ
ん
ぶ夫

が
あ
る
べ
き
ぞ
。
妾
、
此
ほ
ど
精し
や
う
じ
ん進

を
し

て
仏ぶ
つ
ぽ
う法
に
近ち
か

づ
き
、
鞍く
ら
ま馬
へ
参ま
い

り
て
、
罪つ
み

浅あ
さ

き
凡ぼ
ん
ぶ夫
の
血ち

を
踏ふ

み
た
れ
ば
、

そ
れ
に
て
こ
そ
あ
る
ら
め
。
罷ま
か

り
返か
へ

れ
。
け
し
か
ら
ず
も
の
の
有あ
り
さ
ま様
や
」
と

仰
せ
あ
り
け
れ
ば
、「
よ
に
、
人
臭く
さ

く
候
ふ
」
と
て
呟つ
ぶ
やき

て
、
御
前ま
へ

を
立た

ち

け
り
。（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
、
承
応
明
暦
ご
ろ
丹
緑
本
（
8
））

図⑤　パリ国立図書館蔵『きふね』奈良絵本
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＊
お
伽
草
子
『
諏
訪
の
本
地
』（
兼
家
系
）

・
甲
賀
の
権ご
ん
の
か
み
か
ね

守
兼
さ
だ
に
三
人
の
子
が
い
た
。
嫡
男
を
太
郎
兼か
ね

ま
さ
、
次
男
を
二

郎
兼か
ね

み
つ
、
三
男
を
三
郎
兼か
ね
い
え家
と
い
っ
た
。
権
守
は
往
生
の
み
ぎ
り
、
三
人
の
兄

弟
に
土
地
を
平
等
に
分
け
与
え
た
。
し
か
し
、
宝
物
の
「
菊き
く
す
い水
の
種た
ね

」
と
「
し
く

も
つ
杖ぢ
や
うの

杖つ
ゑ

」（
江
戸
初
期
写
本
。
同
絵
入
り
写
本「
ゆ
ふ
ま
ん
杖ぢ

や
うの

杖
」）は
兼
家
に
譲
っ

た
。あ

る
と
き
太
郎
は
、
二
郎
、
三
郎
に
、
山
と
海
と
い
ず
れ
に
怖
ろ
し
い
魔
王
が

い
る
だ
ろ
う
か
と
尋
ね
た
。
二
郎
は
海
だ
ろ
う
と
、
三
郎
は
山
だ
と
応
え
た
。
三

人
は
三
郎
の
意
見
を
入
れ
て
、
諸
国
の
あ
の
山
こ
の
山
を
尋
ね
て
廻
り
、
三
年
が

経
っ
た
が
、
魔
王
に
は
出
会
え
な
か
っ
た
。
兄
二
人
は
、
好
い
機
会
だ
と
三
郎
を

懲
ら
し
め
よ
う
と
す
る
が
、
三
郎
の
も
と
に
八
十
ほ
ど
の
翁
が
現
れ
、
若わ
か
さ
の
く
に

狭
国
の

高こ
う
が
け
さ
ん

懸
山
に
行
け
と
教
え
た
。
三
人
は
勇
ん
で
出
か
け
た
。

亥い

の
刻こ
く

ほ
ど
に
な
っ
て
、
群
雲
が
た
な
び
い
て
、
雷
電
が
お
び
た
だ
し
く
震
動

し
、
地
震
が
た
び
た
び
起
き
、
天
地
も
一
つ
に
な
れ
と
ば
か
り
揺
る
い
だ
。
子ね

の

刻
ほ
ど
に
、
唐
傘
ほ
ど
の
黒
雲
が
立
っ
た
と
思
う
と
、
大
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

…
雲
の
上
に
大
音を
ん

あ
げ
て
言い

ひ
け
る
は
、「
あ
ら
、
人
臭く
さ

や
。
憂う

き
（「
よ
き
」

カ
）
人
食じ
き

し
て
、
心こ
こ
ち地

を
直
さ
ん
ず
る
嬉う
れ
しさ

よ
」
と
て
、
櫓や
ぐ
らの

上
に
舞
ひ
下

が
る
と
見
え
け
れ
ば
、
太
郎
殿
、
二
郎
殿
、
た
ぶ
さ
を
掻か

い
攫つ
か

ん
で
、
空
に

ま
い
昇
る
。

　

そ
の
時と
き

、
三
郎
殿ど
の

、
七
人
張ば

り
に
十
七
束そ
く

の
鏑か
ぶ
らを

取
り
て
、
つ
が
い
て
、

よ
く
引
き
て
放
ち
給
ふ
に
、
手
元も
と

に
こ
た
へ
て
、
も
の
を
ぞ
射い

を落
と
し
給
ふ
。

さ
て
、
逃に

ぐ
る
を
待ま

ち
給
ふ
に
、
太
郎
殿ど
の

、
二
郎
殿ど
の

を
始は
じ

め
と
し
て
、
三
十

人
の
人
々
、
皆
む
な
し
く
ぞ
な
り
給
ふ
。
三
郎
殿ど
の

、
大
き
に
歎な
げ

き
給
ひ
て
、

そ
の
時と
き

、
父ち
ち

よ
り
譲ゆ
づ

り
給
ひ
し
菊き
く
す
い水
の
花
の
種た
ね

を
水
に
そ
そ
ぎ
て
、
滴し
づ
くを
口く
ち

に
入
れ
、
し
く
も
つ
杖ぢ
や
うの
杖つ
え

を
も
つ
て
三
度ど

な
で
給
へ
ば
、
皆み
な

人
々
蘇
よ
み
が
へり
し

給
ひ
け
る
。
そ
の
後の
ち

、
乾ほ
し

飯い

を
洗あ
ら

ひ
て
勧す
す

め
給
ひ
け
り
。
皆み
な

も
と
の
心
に
な

り
給
ふ
。

　

さ
て
、
天
も
晴は

れ
け
れ
ば
、
射
落を

と
し
た
る
物
を
見
給
へ
ば
、
腕う
で

の
回ま
は

り

四
尺し
や
く八
寸
な
り
け
る
手て

を
ぞ
射い

を落
と
し
け
る
。
さ
れ
ば
人
々
、
皆み
な

身
の
毛け

を

も
よ
だ
ち
て
ぞ
見
給
ふ
。（
略
）（
江
戸
初
期
写
本
（
9
））

・
…
頃こ
ろ

は
八
月
中
旬
な
り
。
月
も
隈く
ま

な
く
し
て
、三
郎
殿
の
下げ

ぢ知
に
従
ひ
て
、

人
々
、
片か
た
て手
矢や

は
げ
て
、
あ
い
待ま

つ
所
に
、
鹿し
か

三
十
二
、
三
、
打う

ち
連つ

れ
て

出い

で
き
た
る
。
三
十
人
の
人
々
、
壱
（
ひ
と
）つ
づ
つ
止
め
ら
る
。

　

亥い

の
時と
き

に
及お
よ

び
て
、
村む
ら
く
も雲

一ひ
と

流な
が

れ
引
き
覆お
ほ

ひ
、
雷ら
い
で
ん電

お
び
た
だ
し
く
鳴な

り
、

激は
げ

し
く
て
、
天
地
も
打う

ち
返か
へ

す
か
と
思お
も

ひ
た
り
。
人ひ
と
び
と々

、
心
猛た
け

く
と
も
魂
た
ま
し
ひを

消け

し
、
弓ゆ
み
や矢

を
捨す

て
伏ふ

し
給
ふ
。
や
や
久ひ
さ

し
く
あ
り
て
、
角つ
の

の
三
つ
生お

ひ
た

る
に
、
霰

（
マ
マ
）あ
ら
れ

一（
ひ
と
む
ら
）
村
降
り
て
、
さ
つ
と
晴は

れ
、
月
は
も
と
の
ご
と
く
に
輝か
が
やき
た
り
。

少す
こ

し
、
心こ
こ
ち地
を
取と

り
直な
を

し
、
片か
た
て手
矢
は
げ
て
待
ち
給
ふ
。

　

南
の
山
の
な
か
ば
よ
り
、
雲く
も

の
上
に
大
音お
ん
じ
や
う声上
げ
て
、「
あ
ら
、
人
臭
や
。

良よ

き
人
食し
よ
くし

、
心こ
こ
ち地

を
直な
を

さ
ん
嬉う
れ
しし

さ
よ
」
と
て
、
櫓や
ぐ
らの

上う
へ

に
舞
い
下
る
と

見
け
れ
ば
、（
略
）（
江
戸
初
期
絵
入
り
写
本
（
10
））

韓
国
の
巫
歌
（
本ポ
ン
プ
リ解
）『
鉢バ
ー
リ里
公コ
ン
ジ
ユ主
』（
捨す
て
ひ
め姫
祭さ
い
も
ん文
）（

11
）

＊
『
ソ
ウ
ル
地
域
の
バ
リ
公
主
神
話
』（
括
弧
内
は
会
話
。
地
の
文
は
適
宜
ま
と
め
て

い
る
）

…
朝
鮮
の
大
王
に
は
六
人
の
姫
君
が
い
た
。
し
か
し
、跡
継
ぎ
の
男
君
が
お
ら
ず
、

后
妃
が
懐
妊
す
る
と
、
男
子
の
誕
生
を
願
っ
た
。
し
か
し
、
健
や
か
に
誕
生
し
た

の
は
女
子
で
あ
っ
た
。
王
は
落
胆
の
余
り
、
そ
の
末
娘
を
バ
リ
公コ
ン
ジ
ユ主

（
＝
「
物
乞

い
の
皇
女
」）
と
名
づ
け
て
捨
て
よ
と
命
じ
た
。
バ
リ
公
主
は
籠
に
入
れ
ら
れ
河
に

流
さ
れ
た
。
そ
れ
を
、
釈
迦
世
尊
が
み
て
、
貧
し
い
功
徳
爺
、
功
徳
婆
に
拾
い
上
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続
「
人
臭
い
」
話 

資
料
稿
―
異
界
は
厳
し
い
―

げ
て
育
て
よ
と
託
し
た
。

バ
リ
公
主
が
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
、
王
、
后
は
同
日
同
時
に
重
病
に
か
か
っ

た
。
巫ふ
げ
き覡

に
占
わ
せ
る
と
、
バ
リ
公
主
を
捜
し
だ
し
、
東
海
龍
王
か
ら
龍
眼
珠

を
、
西
海
龍
王
か
ら
龍
珠
を
、
三
神
山
（
蓬
莱
、
方
丈
、
瀛え

い
し
ゆ
う州）
の
不
死
薬
を
、
蓬

莱
山
の
ム
ザ
ン
ス
ン
の
薬
水
を
求
め
よ
、
バ
リ
公
主
を
捜
し
出
せ
と
の
占
形
が
出

た
。
王
は
そ
こ
に
行
く
者
を
募
っ
た
が
、臣
下
は
、「
東
海
の
龍
王
も
龍
宮
で
あ
り
、

西
海
の
龍
王
も
天
宮
で
あ
り
、
蓬
莱
山
の
ム
ザ
ン
ス
ン
の
薬
水
が
あ
る
所
も
水
龍

宮
で
あ
る
が
故
、
生
身
の
人
間
は
行
け
ま
せ
ん
。
死
後
に
魂
魄
が
行
く
所
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
挙
行
す
る
臣
下
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
王
は
小
臣
に
命
じ
て

バ
リ
公
主
の
捜
索
を
命
じ
た
。
臣
下
は
や
む
を
得
ず
出
立
し
た
。

…
光
化
門
の
闕
門
を
出
て
き
た
も
の
の
、
行
き
先
が
わ
か
ら
な
く
て
途
方
に
暮

れ
て
し
ま
っ
た
。
黒
い
鷺
が
現
れ
、
後
を
付
い
て
来
る
よ
う
に
合
図
を
し
、
木
々

が
導
い
て
く
れ
た
の
で
、
太
陽
山
の
西
の
村
を
と
う
と
う
見
つ
け
て
入
っ
て
行
っ

た
ら
、
月
直
使
者
・
日
直
使
者
（
＝
死
者
の
魂
を
あ
の
世
へ
導
い
て
い
く
女
神
と
男
神
）

が
尋
問
し
て
曰
く
、「
人
間
の
匂
い
が
す
る
、
そ
な
た
は
鬼
神
か
人
間
な
の
か
、

こ
こ
は
陸
の
動
物
も
、
空
を
飛
ぶ
鳥
も
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
天
宮
な
の
に
、
そ
な

た
は
ど
う
し
て
入
っ
て
来
た
の
か
」。（
臣
下
曰
く
）「
私
は
両
殿
下
の
御
奉
命
で
、

バ
リ
公
主
の
捨
て
処
を
捜
し
て
、
生
死
を
決
し
て
参
り
ま
し
た
。
道
を
導
い
て
下

さ
い
」
と
、
鉄
門
を
叩
き
な
が
ら
叫
ぶ
と
、
ビ
リ
功
徳
の
爺
さ
ん
と
婆
さ
ん
が
出

て
来
て
、「
鬼
神
か
、
人
間
か
、
陸
の
動
物
も
空
を
飛
ぶ
鳥
も
入
っ
て
来
ら
れ
な

い
天
宮
に
侵
入
す
る
と
は
」
と
訊
ね
た
。
…

こ
う
し
て
、
バ
リ
公
主
は
見
出
さ
れ
た
。
親
孝
行
の
バ
リ
公
主
は
父
母
が
病
気

と
聞
い
て
憂
え
、
遙
か
な
旅
路
を
決
意
し
た
。
男
装
し
、「
西
天
西
域
国
」
を
目

指
し
た
。
地
獄
の
十
王
、
浄
土
の
異
界
を
廻
っ
て
、
薬
を
入
手
し
て
戻
り
、
父
母

の
病
も
癒
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

＊
『
安
東
地
域
の
バ
リ
公
主
神
話
』（
慶キ
ヨ
ン
サ
ン
ブ
ク
ド

尚
北
道
北
部
）（
括
弧
内
は
会
話
。
地
の
文

は
適
宜
ま
と
め
て
い
る
）

…
チ
ョ
ン
ブ
ル
サ
ン
の
大
将
軍
に
は
八
人
の
姫
宮
が
い
た
。
后
の
コ
ム
タ
ル
ヘ

ビ
ョ
ン
様
が
新
た
に
懐
妊
し
、
大
将
軍
は
男
の
子
を
と
願
っ
た
。
し
か
し
、
女
子

が
生
ま
れ
た
の
で
、
畑
に
捨
て
さ
せ
た
。
す
る
と
、
空
か
ら
一
つ
が
い
の
鶴
が
ひ

ら
り
と
舞
い
降
り
て
来
て
、
一
羽
は
片
方
の
羽
を
敷
い
て
、
も
う
片
方
の
羽
を
掛

け
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
、
も
う
一
羽
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
食
べ
物
を
く
わ
え
て

来
て
、
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
見
て
育
て
た
。

大
将
軍
と
后
は
、
娘
八
人
を
成
人
さ
せ
、
よ
そ
の
家
に
お
嫁
に
い
か
せ
て
か
ら
、

大
将
軍
は
黄
疸
、
黒
疸
の
病
気
に
か
か
り
、
后
は
一
食
に
牛
一
頭
を
食
べ
て
も
満

腹
に
な
ら
な
い
餓
鬼
の
病
と
な
っ
た
。
百
薬
を
尽
く
し
て
も
、病
気
は
悪
化
し
た
。

占
師
の
一
人
が
、
西
天
西
域
国
の
薬
水
が
効
く
と
い
う
。
后
は
八
人
の
娘
に
薬
を

採
り
に
行
っ
て
く
れ
る
か
と
尋
ね
た
が
、
全
員
が
断
っ
た
。
后
は
ビ
リ
デ
ギ
（
＝

捨
て
た
子
）
を
思
い
出
し
て
呼
び
だ
し
た
。
満
月
の
よ
う
な
美
人
と
な
っ
て
い
る

ビ
リ
デ
ギ
は
、
母
の
願
い
を
受
け
た
。

ビ
リ
デ
キ
は
顔
に
墨
を
塗
り
、
髪
の
毛
を
束
ね
て
、
荒
事
用
の
袴
を
は
い
て
、

瓢
箪
の
瓶
を
脇
に
抱
え
て
、
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
行
っ
た
。

道
中
、
人
び
と
に
西
天
西
域
国
へ
の
道
を
尋
ね
た
。
奥
さ
ん
の
洗
濯
、
工
事
人

の
架
橋
、
塔
の
建
築
、
洗
濯
女
の
手
拭
い
洗
濯
の
仕
事
を
代
わ
っ
て
や
り
、
次
々

と
尋
ね
て
行
く
。
高
僧
に
尋
ね
る
と
、
弥
勒
様
に
尋
ね
よ
と
い
う
（
参
考
。
肥
え

た
馬
、
痩
せ
た
馬
、
鼓
打
ち
お
婆
さ
ん
、
水
深
の
深
い
水
、
膝
や
手
で
臼
を
つ
く

お
ば
さ
ん
、
洗
濯
女
に
道
を
尋
ね
る
と
、
同
じ
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

は
罪
状
を
知
り
た
い
、
帰
り
に
教
え
て
く
れ
と
頼
む
。『
感
興
地
域
の
バ
リ
公
主
神

話
』。
cf.
ド
イ
ツ
昔
話
「
金
の
毛
が
三
本
は
え
て
る
鬼
」）。

「
弥
勒
様
、
弥
勒
様
、
西
天
西
域
国
へ
は
、
ど
う
や
っ
て
行
け
ば
い
い
で
す
か
」。

ビ
リ
デ
キ
の
美
貌
に
惚
れ
た
弥
勒
様
が
ビ
リ
デ
キ
に
曰
く
、「
私
と
結
婚
し
て
、
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

七
人
の
息
子
を
生
ん
で
く
れ
た
ら
、
教
え
て
や
る
」。
一
年
、
二
年
が
経
っ
て
、

息
子
七
人
を
全
員
生
ん
で
あ
げ
た
。「
弥
勒
様
、
そ
ろ
そ
ろ
私
に
西
天
西
域
国
へ

行
く
道
順
を
教
え
て
下
さ
い
」。「
あ
の
向
こ
う
側
が
西
天
西
域
国
で
あ
る
が
、
小

さ
い
河
、大
き
い
河
、万
頃
滄
波
（
＝
大
海
原
）
を
無
事
渡
る
こ
と
が
で
き
る
か
い
」。

ビ
リ
デ
キ
が
困
っ
て
い
る
と
、
天
か
ら
ム
サ
ン
（
注
「
天
女
の
名
前
か
」）
天
女

が
三
人
降
り
て
来
て
、
沐
浴
し
て
い
る
間
に
、
ビ
リ
デ
キ
は
天
女
の
パ
ジ
（
＝
下

半
身
に
履
く
民
族
服
）
を
盗
ん
で
、
藪
陰
に
隠
れ
て
い
る
と
、「
ほ
ら
ほ
ら
、
ど
こ

か
ら
か
人
間
の
匂
い
が
す
る
。
人
間
の
汗
の
匂
い
も
す
る
。
こ
こ
は
人
間
が
勝
手

に
出
入
り
で
き
る
よ
う
な
所
で
は
な
い
の
に
、
獣
同
然
の
人
間
が
出
入
り
し
て
い

る
こ
と
は
許
し
が
た
い
」。
二
人
の
天
女
は
衣
を
体
に
ま
と
っ
て
天
に
昇
っ
た
が
、

一
人
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
パ
ジ
を
探
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
ビ
リ
デ
キ
が
パ
ジ
を
渡

し
な
が
ら
、「
私
も
あ
な
た
と
同
じ
女
で
あ
り
ま
す
」。
ム
サ
ン
仙
女
が
ビ
リ
デ
キ

を
見
る
と
、
ビ
リ
デ
キ
も
ム
サ
ン
仙
女
と
同
じ
よ
う
で
あ
っ
た
。

二
人
は
ハ
ン
ソ
ン
（
注
「
不
明
」）
峯
に
登
り
、
血
を
甦
ら
す
水
と
、
肌
肉
を
甦

ら
す
水
と
、
息
を
甦
ら
す
水
を
、
三
つ
の
瓶
に
分
け
て
、
衣
服
の
帯
な
ど
に
つ
け

て
、
血
を
甦
ら
す
花
と
、
肌
肉
を
甦
ら
す
花
と
、
息
を
甦
ら
す
花
を
三
本
摘
ん
で
、

ヤ
カ
ム
ジ
の
木
の
枝
を
三
つ
に
折
っ
て
胸
に
抱
え
、
別
れ
を
告
げ
た
。
ビ
リ
デ
キ

が
万
頃
蒼
波
を
前
に
し
て
途
方
に
暮
れ
て
足
を
投
げ
出
し
て
、
大
き
な
声
で
泣
い

て
い
る
と
、
龍
宮
か
ら
親
孝
行
の
ビ
リ
デ
キ
の
た
め
に
亀
（
＝
長
生
き
を
象
徴
す
る

十
長
生
の
一
つ
）
を
送
っ
て
く
れ
、
弥
勒
の
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
い
た
。

弥
勒
は
海
を
渡
る
様
ざ
ま
な
船
を
み
せ
た
。
そ
れ
は
、
人
間
が
現
世
で
罪
を
犯

し
て
、
十
王
の
所
に
乗
せ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
功
徳
を
積
ん
で
、

天
に
昇
り
、
牽
牛
織
女
の
星
座
に
送
る
船
も
あ
っ
た
。
こ
の
世
で
は
、
チ
ョ
ン
ブ

ル
サ
ン
の
大
将
軍
と
コ
ム
タ
ル
ヘ
ビ
ョ
ン
様
が
同
日
同
時
に
亡
く
な
っ
た
。
ビ
リ

デ
キ
が
二
人
に
薬
水
を
か
け
る
と
、蘇
っ
た
。
娘
八
人
は
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。

両
親
は
、
ビ
リ
デ
キ
の
息
子
七
人
を
膝
に
乗
せ
て
、
喜
ん
だ
。

ビ
リ
デ
キ
は
「
何
も
欲
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
希
望
は
た
だ
お
寺
に
行
っ

て
、お
坊
さ
ん
に
な
る
か
、斎と
き（

＝
冥
福
を
祈
る
た
め
の
法
事
）の
時
、供
養
さ
れ
た
い
。

人
間
が
死
ぬ
と
そ
れ
ぞ
れ
オ
グ
祭（
＝
死
霊
祭
の
ク
ッ
）を
し
ま
す
。私
は
オ
グ
神（
＝

オ
グ
祭
の
と
き
祀
ら
れ
る
神
）
に
な
っ
て
オ
グ
と
し
て
祭
ら
れ
る
魂
（
＝
オ
グ
を
主
宰

す
る
神
）
と
な
り
、
私
の
前
に
跪
い
て
来
る
オ
グ
の
魂
（
＝
罪
を
犯
し
て
亡
く
な
っ

た
者
の
魂
）
た
ち
を
十
王
世
界
へ
と
導
く
仏
声し
よ
う
も
ん聞に

さ
せ
て
下
さ
い
。
南
無
や
南

無
阿
弥
陀
仏
」。

〈
補
説
〉

前
稿
お
よ
び
本
稿
に
て
掲
げ
た
「
人
臭
い
」
話
は
、
い
ず
れ
も
各
民
族
の
伝
承

説
話
あ
る
い
は
仏
神
・
神
霊
祭
祀
に
か
か
わ
る
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
精
神

文
化
の
一
斑
の
異
界
観
を
端
的
に
映う
つ

し
て
い
る
。
と
く
に
本
稿
の
事
例
は
、
人
間

は
生
き
な
が
ら
、
生
身
の
ま
ま
で
は
異
界
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
、

そ
の
禁
を
犯
す
と
、「
人
臭
い
」
と
非
難
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
異

界
訪
問
は
死
後
、
霊
魂
と
し
て
為
し
得
る
こ
と
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
来

世
を
説
く
宗
教
一
般
の
教
理
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
古
今
東
西
の
「
人

臭
い
」
話
は
霊
魂
観
や
転
生
思
想
に
か
か
わ
る
。

そ
こ
に
あ
っ
て
、
人
間
が
異
界
に
立
ち
入
る
折
に
、
異
界
側
が
そ
の
形
姿
を
話

題
と
す
る
物
語
が
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。
十
四
世
紀
に
成
立
し
た
仏
教
唱
導
の

書
『
神し
ん
と
う
し
ゆ
う

道
集
』
の
「
諏す

わ訪
縁え
ん
ぎ起
」
で
あ
る
（
巻
十
第
五
十
）。
主
人
公
を
甲
賀
三
郎

諏よ
り
か
た方

と
し
、
妻
は
春
日
姫
と
い
う
。
夫
妻
は
諏
訪
の
上
社
、
下
社
の
神
と
な
っ
た

と
も
の
が
た
る
。
こ
の
縁
起
譚
は
、
室
町
時
代
後
期
に
は
単
独
の
縁
起
書
に
編
み

直
さ
れ
流
布
し
た
。
合
わ
せ
て
『
諏
訪
の
本ほ
ん
じ地

』
諏よ
り
か
た方

系け
い

と
い
う
。
な
お
、
先
に

引
用
し
た
『
諏
訪
の
本ほ
ん
じ地
』
は
三
郎
の
名
を
兼か
ね
い
え家
と
し
、
兼
家
系
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
、
三
郎
の
地
底
訪
問
譚
は
な
い
。

甲
賀
三
郎
諏よ
り
か
た方
は
兄
二
人
の
姦
計
に
よ
っ
て
、
地
底
世
界
を
さ
ま
よ
う
こ
と
に
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続
「
人
臭
い
」
話 

資
料
稿
―
異
界
は
厳
し
い
―

な
る
。『
神
道
集
』
が
語
る
と
こ
ろ
を
概
略
す
る
と
、
そ
こ
は
地
上
と
同
じ
よ
う

な
国
々
が
広
が
り
続
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
日
本
と
同
じ
行
事
や
労
作
の
景
と

な
っ
て
い
る
。
最
後
に
到
っ
た
維ゆ
い
ま
ん
こ
く

縵
国
に
は
四
方
四
季
の
庭
が
あ
る
。
三
郎
は
、

十
五
年
ほ
ど
で
七
十
有
余
の
国
を
通
過
し
、
さ
ら
に
維
縵
国
か
ら
日
本
ま
で
千
日

の
旅
を
経
て
地
上
に
出
た
が
、
そ
の
姿
は
蛇
身
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
維
縵
国
の

衣
装
を
脱
ぎ
捨
て
る
と
、
元
の
人
間
に
戻
っ
た
。

三
郎
の
異
界
の
旅
は
、
い
う
な
ら
ば
人
身
か
ら
蛇
体
と
な
る
階
梯
で
あ
る
。
地

底
国
は
い
ず
れ
も
、
三
郎
が
突
然
現
わ
れ
、
人
間
だ
と
知
っ
て
驚
く
。
し
か
し
、

受
け
入
れ
る
。
物
語
の
作
者
・
語
り
手
は
、
神
と
な
る
者
の
苦
難
と
試
練
の
過
程

を
説
き
語
る
の
で
あ
っ
た
。『
諏
訪
の
本
地
』
の
一
本
（
江
戸
時
代
後
期
写
）（
12
）

の
「
早さ
な
へ苗
取
る
国
」
で
は
、
三
郎
を
見
て
こ
う
い
っ
た
。

こ
の
国
へ
は
、
日に
つ
ぽ
ん本
の
人
は
様さ
ま

を
変
へ
て
こ
そ
来
た
る
に
、
た
だ
様
を
変
へ

ず
来
た
る
不
思
議
さ
よ
。
た
だ
人
な
ら
ず
、
通
す
べ
し
。

ま
た
維
縵
国
で
は
、
狩
り
を
す
る
八
十
余
り
の
翁
に
「
い
づ
く
よ
り
の
人
ぞ
。
お

ぼ
つ
か
な
」と
問
わ
れ
、「
わ
れ
は
こ
れ
日
本
の
者
な
り
」と
応
じ
る
と
、翁
は
い
う
。

さ
て
は
、
思
ひ
の
ま
し
ま
す
（
＝
恋
の
思
い
に
捉
わ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
）
人

な
り
。
こ
れ
よ
り
彼あ
な
た方

に
は
国
も
は
ん
べ
ら
ず
。
も
し
国
あ
り
と
も
、
様
を

変
へ
ず
し
て
は
叶
ふ
ま
じ
。
ち
と
逗
留
し
て
遊
び
給
へ
。

か
く
て
、
三
郎
は
「
様
を
変
へ
」
る
べ
く
滞
在
す
る
。

そ
れ
で
は
『
神
道
集
』
は
い
か
に
叙
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
三
郎
は
春
日
姫
の

鏡
面お
も

影か
げ

を
飽ほ
う
ま
ん
し
よ
く

満
食
と
い
う
双
紙
に
包
み
持
ち
、
日
光
剣
を
佩は

い
て
地
底
国
を
め

ぐ
っ
て
行
く
。
国
を
新
た
に
す
る
た
び
に
、
問
わ
れ
て
名
の
り
、
あ
る
い
は
自
ら

告
げ
る
。
以
下
は
各
国
の
反
応
で
あ
る
。
神
道
大
系
本
の
本
文
を
読
み
下
し
て
み

た
。（

13
）

・
好こ
う
ひ
ん
こ
く

賓
国
（
東
洋
文
庫
本
「
好
賞
国
」）。「
的
を
射
る
人
」
が
「
甲
賀
殿
を
つ
く
づ

く
と
打
ち
ま
ぼ
り
給
ひ
て
、
い
づ
く
よ
り
の
人
ぞ
と
問
ひ
け
れ
ば
、
…
」。

・  

田
植
え
を
す
る「
草そ
う
び
こ
く

微
国
」。
黒
い
唐
笠
を
着
け
た
田
奉
行
や
早
乙
女
が「
あ
な
、

怖
ろ
し
や
。
何
と
し
て
、
此
の
国
ま
で
は
来
た
り
給
へ
る
ぞ
」。

・  

稲
を
刈
る
「
草
底
国
」。「
此
の
国
へ
は
お
ぼ
ろ
げ
に
て
、
日
本
の
體す
が
たを
替
へ
ず

し
て
来
る
処
に
て
も
候
は
ず
」。

・  

田
の
草
を
取
る
「
草
留
国
」。
田
の
奉
行
が
「
琵
琶
湖
が
千
年
を
経
て
桑
原
と

な
り
、
千
年
を
経
て
海
と
な
る
の
を
三
度
ま
で
は
見
た
れ
ど
も
、
日
本
の
人
の

未
だ
体
を
替
へ
ず
し
て
、生
き
な
が
ら
此
の
国
へ
来
る
こ
と
を
ば
目
に
も
見
ず
、

耳
に
も
聞
か
ず
、
ま
し
て
此
の
ご
と
く
現
れ
見
参
す
る
こ
と
は
昔
物
語
に
も
承

り
伝
へ
ざ
る
な
り
」。

・ 

春
の
草
花
を
楽
し
む
「
蛇
飽
国
」。「
大
き
に
騒
ぎ
合
ひ
給
ふ
」。

・ 「
維
縵
国
」。「
御ご
へ
ん辺

を
ば
日
本
人
と
見
奉
る
が
、
体
を
も
替
へ
ず
し
て
、
是
ま

で
通
り
給
ひ
け
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
」。

こ
こ
に
は
、『
天
稚
彦
草
紙
』
に
み
る
、
天
上
界
の
鬼
神
が
地
上
の
人
間
を
捉

え
て
「
人
臭
い
」
と
発
す
る
設
定
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
到
来
に
驚
き
、
奇
異

に
受
け
と
め
て
い
る
。
そ
こ
に
恐
れ
、
咎と
が

め
、
忌い

む
感
情
や
意
思
が
は
た
ら
い
て

い
る
か
は
不
分
明
だ
が
、
傍
線
を
ほ
ど
こ
し
た
そ
の
言
い
ぶ
り
は
、
三
郎
が
地
上

で
の
姿
の
ま
ま
で
来
た
の
に
驚
い
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
三
郎
は
姿
を
変
え
て

い
れ
ば
、
何
な
く
忍
び
こ
む
こ
と
は
で
き
た
。

こ
こ
で
「
姿
を
替
へ
る
」
と
は
変
相
を
い
う
。
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
姿
態
に
変
わ
れ
ば
よ
い
の
か
。
当
面
、
考
え
得
ら
れ
る
の
は
二
点
で
あ
る
。
一

つ
は
、
地
底
を
黄
泉
の
国
、
根
の
国
の
よ
う
な
と
こ
ろ
と
し
、
死
後
に
霊
と
な
る

こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
霊
魂
で
あ
れ
ば
、
通
過
も
入
国
も
咎
め
ら
れ
る
こ
と
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

は
な
い
。
前
稿
の
「
人
臭
い
」
話
群
に
は
、
主
人
公
が
明
ら
か
に
死
後
の
世
界
に

踏
み
込
ん
だ
、
中
国
の
「
鬼
酒
鬼
肉
」
が
あ
る
。
こ
れ
も
参
考
に
す
る
と
、
三
郎

は
い
っ
た
ん
死
に
、
難
儀
の
試
練
を
経
て
再
生
し
た
と
い
え
よ
う
。「
地
獄
破
り
」

説
話
の
主
人
公
は
地
上
に
生
還
す
る
。
狂
言
の
『
朝
比
奈
』
は
剛ご
う
き毅
な
武
士
が
閻

魔
を
や
り
こ
め
て
帰
っ
て
く
る
。

二
つ
は
、
地
底
国
廻
り
は
そ
の
世
界
に
融
和
、
同
化
す
る
過
程
で
あ
る
と
の
観

点
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
最
終
的
に
よ
み
が
え
る
。
復
活
再
生
で
あ
る
。
そ
の
姿
態

は
、
地
底
ゆ
え
、
イ
メ
ー
ジ
し
提
示
す
る
の
は
、
地
中
、
水
中
に
棲
む
異
形
の
モ

ノ
す
な
わ
ち
脱
皮
す
る
蛇
で
あ
る
。
三
郎
は
維
縵
国
に
長
く
滞
在
し
て
蛇
身
と
な

り
、
地
底
を
抜
け
出
た
の
で
あ
っ
た
。

諏
訪
神
は
龍
蛇
信
仰
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。「
ヘ
ビ
或
い
は
大
蛇
を
神

と
し
て
祀
る
例
で
は
、
…
信
州
諏
訪
大
社
に
お
け
る
ヘ
ビ
神
は
（
略
）
古
い
祭
事

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
神
秘
の
御
正
体
と
し
て
ソ
ソ
ウ
神
・
長
御
神
の
名
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
蛇
体
で
あ
る
。（
略
）
御
室
と
称
す
る
斎
場
で
、
年
の
終
り
数
日
に

お
こ
な
わ
れ
た
大
夜
明
祭
と
称
す
る
祭
儀
で
は
、
ソ
ソ
ウ
神
・
長
御
神
及
び
カ
ヤ

の
御
正
体
（
蛇
形
）
を
御
室
に
籠
め
る
行
事
（
籠
蛇
或
い
は
籠
虵
）
が
あ
っ
た
。
カ

ヤ
の
御
正
体
を
籠
め
た
の
ち
に
は
、
い
び
き
を
か
き
給
う
奇
瑞
が
必
ず
起
こ
っ
た

と
あ
る
。
御
室
に
こ
め
た
神
体
は
、
三
月
丑
の
日
に
取
り
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
伏

蟄ち
つ

・
啓
蟄
に
相
当
す
る
の
が
こ
の
祭
事
で
あ
っ
た
。
諏
訪
明
神
と
ち
な
み
深
い
甲

賀
三
郎
伝
説
で
は
、
主
人
公
が
地
底
の
国
を
遍
歴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
発
想
は
仏
教
か
ら
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
籠
蛇
の
祭
儀
の
印
象
か

ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（
略
）」（
14
）。

三
郎
は
地
上
に
出
て
か
ら
、
自
分
が
蛇
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
維
縵

国
の
衣
裳
を
脱
い
で
、
蛇
か
ら
ヒ
ト
に
返
っ
た
。
諏
訪
の
七
不
思
議
の
ひ
と
つ

御お

み神
渡わ
た

り
は
、
諏
訪
湖
が
全
面
結
氷
し
た
あ
る
晩
に
、
上
社
の
大
蛇
神
（
三
郎
諏

方
＝
男
神
）
が
下
社
の
女
神
春
日
姫
の
と
こ
ろ
へ
身
を
よ
じ
っ
て
走
っ
た
跡
と
言

い
伝
え
ら
れ
（
15
）、
浅
間
山
真
楽
寺
（
長
野
県
御
代
田
町
）
は
、
蛇
体
の
甲
賀
三
郎

が
帰
還
し
た
場
所
が
境
内
の
大
沼
だ
と
伝
え
て
い
る
。

ヒ
ト
の
異
界
へ
の
侵
入
を
、
そ
の
主
が
「
人
臭
い
」
と
詰な
じ

る
の
は
、
そ
の
匂
い

を
発
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
こ
に
暮
す
の
を
阻
止
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、 

「
諏
訪
縁
起
」
や
『
諏
訪
の
本
地
』
の
地
底
巡
歴
譚
は
、
三
郎
が
人
間
の
ま
ま
で

い
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
は
、生
身
の
匂
い
は
忌
避
し
た
の
で
あ
る
。

三
郎
は
蛇
体
を
経
た
こ
と
で
神
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
物
語

は
「
人
臭
い
」
話
に
準
じ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
人
間
が
異
界
に
滞
在
し
て
蛇
に
な
っ
た
、
地
上
に
戻
っ
て
蛇
体
を
脱
し

た
と
も
の
が
た
る
説
話
は
他
に
も
あ
る
。
室
町
前
期
の
絵
巻
『
地
蔵
堂
草
紙
』
で

あ
る
。
越
後
国
、
菅
野
の
地
蔵
堂
で
、
法
華
経
の
書
写
を
す
る
僧
が
い
た
。
そ
こ

に
美
女
が
現
れ
る
。
女
は
堂
塔
を
修
理
し
、
自
分
は
龍
王
の
姫
だ
と
明
か
し
、
僧

を
龍
宮
に
招
く
。
僧
は
女
と
同
衾
し
、
そ
の
足
を
み
る
と
鱗
が
あ
っ
た
。
あ
わ
て

て
地
上
に
戻
り
、
荒
れ
果
て
た
地
蔵
堂
に
た
ど
り
着
い
た
。
し
か
し
、
堂
内
は
大

蛇
が
い
る
と
騒
ぎ
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
。
僧
は
自
分
が
大
蛇
に
な
っ
た
と
悟
る
の

で
あ
る
。

こ
は
い
か
な
る
事
や
ら
ん
、
あ
り
し
錦
の
や
う
な
る
物
を
着
せ
ら
れ
し
と
思

ひ
し
よ
り
、
は
や
虵
に
成
り
に
け
り
と
、
口
惜
し
く
覚
え
て
、
彼
の
地
蔵
に

向
か
ひ
奉
り
て
、
心
中
に
発
露
涕
泣
し
て
、
罪
障
を
悔
ひ
悲
し
み
て
、
如
法

経
を
如
説
に
書
き
奉
る
願
を
起
こ
し
て
慙
愧
、
懺
悔
し
け
る
ほ
ど
に
、
そ
の

夜
更
く
る
ほ
ど
に
、
こ
の
大
虵
の
背
中
、
は
た
と
割
れ
て
、
そ
の
背
よ
り
、

此
の
僧
は
ひ
出
で
、
抜
け
殻
を
み
る
に
、
ま
こ
と
に
怖
ろ
し
き
事
、
た
と
へ

て
言
は
ん
方
な
し
（
16
）。

僧
を
知
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
さ
ら
に
堂
衆
は
そ
う
し
た
僧
が
い
た
と
聞
い
て
い
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続
「
人
臭
い
」
話 

資
料
稿
―
異
界
は
厳
し
い
―

る
が
、
そ
れ
か
ら
二
百
年
は
経
っ
て
い
る
と
い
っ
た
。「
そ
の
聖
は
海
龍
王
の
娘

に
親
し
く
な
り
て
、
海
に
入
り
侍
る
と
こ
そ
、
申
し
伝
へ
侍
れ
」。

こ
れ
は
僧
侶
の
破
戒
・
失
敗
譚
の
面
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
が
、
物
語
の
要
諦

は
人
間
が
異
界
を
訪
れ
て
蛇
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
三
郎
の
地
底
巡
り
譚
と
同

様
に
、
蛇
身
と
な
っ
た
の
は
異
界
侵
入
ゆ
え
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
異
界

に
立
ち
入
っ
て
「
人
臭
い
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
同
等
と
み
な
せ
よ
う
。

注1　

 

土
居
光
知
「
エ
ロ
ー
ス
と
ア
メ
ワ
カ
ミ
コ
」（『
心
』
22
・
8
、
一
九
六
九
年
。
転
載
、『
神

話
・
伝
説
の
研
究
』
一
九
七
三
年
。
著
作
集
3
、
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
）。

2　

 

ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
キ
ャ
ン
ベ
ルJoseph Cam

pbell
『
千
の
顔
を
も
つ
英
雄
』T

he H
ero 

w
ith a T

housand Faces

（
上
下
。
倉
田
真
木
・
斎
藤
静
代
・
関
根
光
宏
訳
、
二
〇
一
五
年
、

ハ
ヤ
カ
ワ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
庫
）。

3　

 

ブ
ル
フ
ィ
ン
チ T

hom
as Bulfinch

作
、
野
上
弥
栄
子
訳
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話 

T
he A

ge of Fable

』（
一
九
七
八
年
、
岩
波
文
庫
）。

4　

 

吉
田
敦
彦
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
―
人
間
に
似
た
神
様
た
ち
ー
』（
一
九
九
六
年
、
ち

く
ま
文
庫
）。

5　

 

樋
口 

敦
・
樋
口
仁
枝
編
訳
「
ち
い
さ
な
カ
ラ
ス
」（『
フ
ラ
ン
ス
民
話
の
世
界
』
一
九
八
九
年
、

白
水
者
）。
新
倉
朗
子
編
訳
「
美
女
と
野
獣
」「
庭
師
の
娘
」（『
フ
ラ
ン
ス
民
話
集
』
一
九

九
三
年
、岩
波
文
庫
）。
堀
田
郷
弘
訳
編
「
美
女
と
蛇
」（『
フ
ラ
ン
ス
民
話 

バ
ス
ク
奇
聞
集
』

一
九
八
八
年
、
教
養
文
庫
、
社
会
思
想
社
）。

　
　

 　

な
お
、
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ブ
夫
人
著
『
美
女
と
野
獣 La Belle et la Bete

』（
一
七
四
〇

年
刊
）、
こ
れ
を
四
分
の
一
ほ
ど
に
縮
め
た
ボ
ー
モマ

ン
夫
人 Jeann-M

arie Leprince de 

Beaum
ont

著
の
同
名
童
話
（
一
七
五
六
年
刊
。
鈴
木
豊
訳
『
美
女
と
野
獣
』
一
九
七
一
年

初
版
・
二
〇
一
四
年
27
版
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
同
名
ア
ニ
メ
映
画
の
原
作
）
は

再
話
小
説
で
あ
り
、
民
間
伝
承
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
に
上
映
さ
れ

た
実
写
版
は
新
た
な
解
釈
（
森
の
神
・
精
霊
の
登
場
）
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
。

6　

 

島
尾
新
・
宇
野
瑞
木
・
亀
田
和
子
編
『
倭
漢
の
コ
ー
ド
と
自
然
表
象
―
十
六
、
七
世
紀
の

日
本
を
中
心
に
―
』
二
〇
二
〇
年
三
月
、
勉
誠
出
版
）。

な
お
、「
昔
話
の
〈
人
臭
い
〉
話 

日
本
編
」
に
、「
天
道
さ
ん
金か

ね

の
鎖
」
を
独
立
さ
せ
て
加

え
た
い
。
拙
稿
「『
山
姥
雙そ
う
し紙

』
は
何い

ず
こ処

」（『
怪
と
幽
』
7
、
二
〇
二
一
年
四
月
刊
予
定
、

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ 

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
「〈
人
臭
い
〉
話 

中
国
・
韓
国
編
」
に

取
り
あ
げ
た
「
鬼
酒
鬼
肉
」（『
新
齋
諧
』）
は
袁
枚
編
の
乾
隆
五
三
年
（
一
七
八
八
）
刊
『
子

不
語
』
に
も
載
る
（
中
国
古
典
文
学
大
系
42
前
野
直
彬
訳
『
閲
微
草
堂
筆
記 

子
不
語 

述

異
記 

秋
燈
叢
話  

諧
鐸 

耳
食
録
』
一
九
七
一
年
、
平
凡
社
。
第
三
三
「
紫
河
車
の
洗
濯
」）。

さ
ら
に
拙
論
「
天
翔
る
物
語
―
室
町
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
28
、
二

〇
二
〇
年
三
月
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
誤
植
を
訂
正
し
て
お
く
。
半
角
タ
テ
算
用
数
字
は
ペ
ー
ジ
数
を

示
す
。

200
下
段
5
行
目
「
共
し
た
り
」
→
「
灯
し
た
り
」。

210
上
段
18
行
目
「
一
速
千
里
」
→
「
一
足
千
里
」。

210
下
段
9
行
目
「
粟
ぶ
に
」
→
「
粟
ぶ
き
に
」。

212
上
段
11
行
目
「
あ
り
あ
り
」
→
「
あ
り
」。

215
上
段
7
行
目
「『
平
気
な
顔
で
そ
ん
な
」
→
「
平
気
な
顔
で『
そ
ん
な
」。

218
上
段
6
行
目
「
適
持
ち
に
な
っ
て
国
は
」
→
「
金
持
ち
に
な
っ
て
国
へ
」。

219
下
段
6
行
目
「
澄
め
な
い
」
→
「
住
め
な
い
」。

7　

横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
4
（
一
九
七
六
年
、
角
川
書
店
）

8　

 
前
注
7
。
な
お
、
図
⑤
と
し
て
掲
出
し
た
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
本
は
、
古
典
文
庫
『
奈
良

絵
本
集 
パ
リ
本
』（
一
九
九
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
。

9　

横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
8
（
一
九
八
〇
年
、
角
川
書
店
）

10　

前
注
9
。

11　

金キ
ム
ヒ
ヤ
ン
ス
ク

香
淑
『
朝
鮮
の
口
伝
神
話
『
バ
リ
公
主
神
話
』
集
』（
一
九
九
八
年
、
和
泉
書
院
）。
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
二
十
三
号

　
　

 

徳
田
和
夫
「
中
世
神
話
論
の
可
能
性
」（『
お
伽
草
子
研
究
』
一
九
八
〇
年
、三
弥
井
書
店
）。

転
載
（
日
本
文
学
研
究
大
成
、藤
本
徳
明
編
『
中
世
説
話
Ⅰ
』
一
九
九
二
年
、国
書
刊
行
会
）。

12　

松
本
隆
信
編
『
御
伽
草
子
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
一
九
八
〇
年
、
新
潮
社
）。

13　

神
道
大
系
所
収
本
（
旧
赤
木
文
庫
本
。）。

14　

 

鈴
木
棠
三
著
『
日
本
俗
信
辞
典 

動
植
物
編
』（「
蛇
⑴
家
の
守
り
神
、
神
秘
の
蛇
」、
一
九

八
二
年
、
角
川
書
店
。
文
庫
版
『
同 

動
物
編
』、
二
〇
二
〇
年
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）。

15　

 

徳
田
和
夫
「
七
不
思
議
の
中
世
伝
承
―
巷
説
、
そ
し
て
諏
訪
と
天
王
寺
―
」（
福
田
晃
・
徳

田
和
夫
・
二
本
松
康
宏
編
『
諏
訪
信
仰
の
中
世
―
神
話
・
伝
承
・
歴
史
―
』（
二
〇
一
五
年
、

三
弥
井
書
店
）。な
お
、二
本
松
康
宏「
諏
訪
縁
起
の
変
容
―
陬
訪
大
王
か
ら
甲
賀
三
郎
へ
―
」、

永
松
敦
「
中
世
諏
訪
の
狩
猟
神
事
―
稲
と
鹿
・
葦
と
薄す
す
き―
」（
同
書
所
収
）
は
、
嘉
禎
三
年

（
一
二
三
七
）
奥
書
、
歴
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
写
『
諏
訪
上
社
物
忌
令
』
の
「
七
石
之
事
」 

「
七
不
思
儀
事
」
に
触
れ
る
。

16　

 

松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
二
（
一
九
八
五
年
、
角
川
書
店
）
所
収
。
引

用
に
当
た
り
、
原
文
に
濁
音
、
送
り
仮
名
を
補
っ
た
。

（
本
学
名
誉
教
授
）
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